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	LNG 燃料焚きバッテリー搭載省エネ型
	バルクキャリアの概念設計
	～日本海事協会から設計基本承認（AIP）を取得～
	株式会社名村造船所（以下「当社」）は、川崎汽船株式会社、大洋電機株式会社と共同で、LNG 燃料焚きバッテリー搭載省エネ型 20 万トン型ケープサイズバルクキャリアの概念設計を確立し、日本海事協会から、設計基本承認（AIP：Approval in Principle）を取得しました。
	設計にあたっては低炭素燃料である LNG を主燃料として想定し他産業を中心に活用が進んでいるリチウムイオンバッテリー（以下「バッテリー」）と、超高効率の永久磁石方式の軸発電装置（以下「軸発電」）技術を掛け合わせることによって高効率の船型を実現しました。
	また、バッテリーを船内電力のプラットフォームとして活用することで、将来的にはグリーンエネルギーの取り込みと省エネ技術を掛け合わせて更なる GHG 排出削減への拡張可能性を有しております。
	＜AIP 技術特徴＞
	1. LNG を主燃料とすることで従来の重油焚きに比べて GHG 排出を大幅に削減
	2. 超高効率の軸発電と充放電速度に優れる小容量バッテリーを採用し船内電力のピーク調整、余剰電力の充電先として活用
	3. 停泊中は発電機の代替として陸電を採用
	＜効果に関して＞
	1. 通常航海中は Dual Fuel（2 元燃料）発電機（以下「G/E」）を使用しないことにより、G/E のメンテナンス費用を約 70%以上削減しつつ、船員の作業負荷低減に寄与
	2. LNG 燃料焚きによる大幅な GHG 排出削減に加え、軸発電ｘ小容量バッテリー採用のケースでは燃費効率が約 2.5％改善*
	3. 陸電の採用で荷役時の船舶からの GHG 排出ゼロを達成
	（* 軸発電、バッテリーをどちらも採用しない LNG 燃料焚き船型との比較）
	当社は、持続可能な社会の実現のために 2050 年カーボンニュートラルを掲げる政府方針に沿い、地球環境に優しい船づくりを当社経営の最重要課題の一つと位置付けており、更なる低燃費技術の開発に積極的に取り組み低炭素社会の実現に貢献してまいります。
	【イメージ画像】
	常石造船、修繕事業を強化 神田ドックの全株式取得
	【神田ドックのロゴマーク】
	【１】グループ初の防衛省向け油槽船竣工
	【呉基地初入港の様子】
	【２】HSE鑑定証書を取得
	【HSE授与式：左から：弊社曽我、NK平田様】
	九州・瀬戸内地域の船舶向けにLNG燃料バンカリング船を建造
	三菱造船、同地域のLNG燃料供給事業を手掛ける合弁会社と契約締結
	【LNG燃料バンカリング船のイメージ図】
	【１】LPG燃料推進LPG運搬船「CALLUNA GAS」の引き渡し
	川崎重工は、飯野海運株式会社向けに84,000m3型LPG（液化石油ガス）燃料推進LPG運搬船「CALLUNA GAS」（当社第1751番船）を引き渡しました。
	本船は、LPGと低硫黄燃料油を燃料とするLPG二元燃料LPG運搬船です。従来の84,000 m3型LPG運搬船にLPG二元燃料主機関を採用した新船型の3番船にあたります。また、当社が引き渡したLPG運搬船としては66隻目となります。
	近年、船舶の排出ガス規制への有力な対応策として、重油の代わりに液化ガスを燃料とする船舶の導⼊が世界的に進んでいます。本船は、温室効果ガスの排出量を削減できるLPGを燃料とすることで、大幅な環境負荷低減が見込める大型LPG運搬船です。当社グループがこれまで建造してきたLPG運搬船をはじめ、液化天然ガス（LNG）運搬船やLNG燃料推進船の建造で培った知見が活用されています。
	当社は今後とも、全世界的に強化されつつある環境規制ならびにSDGsに代表される具体的な行動計画を踏まえ、LPG燃料推進LPG運搬船をはじめとする環境規制に対応した各種商船や、次世代エネルギーとして注目されている液化水素運搬船など、地球環境にやさしい船舶技術を開発・提供し、低炭素・脱炭素社会の実現に貢献していきます。
	＜主要目＞
	全長×幅×深さ：229.90ｍ×37.20ｍ×21.90ｍ
	満載喫水：11.60 m
	航海速力：約17.0 ノット
	定員：30 名
	総トン数：49,943 トン
	載貨重量：55,086 t
	貨物倉容積：84,174 ㎥
	主機関：川崎-MAN B&W 7S60ME-C10.5-LGIP　1基
	船級・船籍：日本海事協会（NK）・パナマ
	引渡日：2022年2月28日
	＜特　長＞
	１）主機関には、当社製の舶用電子制御式液化石油ガスインジェクションディーゼル機関（ME-LGIPエンジン）「川崎-MAN B&W 7S60ME-C10.5-LGIP」を採用しています。LPGを燃料とすることで、従来の燃料油使用時に比べ、排気ガス中のSOx（硫黄酸化物）、CO2排出量を大幅に削減でき、SOx規制※１および2022年以降の建造契約船より要求されるEEDIフェーズ3※２にも適応しています。
	２）NOx(窒素酸化物)3次規制※３に対応したシステムを採用し、主機関は排ガス再循環装置（EGR）、発電機関は選択式還元触媒脱硝装置（SCR）を適用しています。本システムにより、従来の低硫黄燃料油使用時でもNOxの排出規制海域（ECA）を航行することが可能です。
	３）上甲板にLPG燃料タンクを装備することで、貨物とは別に燃料用のLPGを積載することができます。また、LPG燃料タンクはカーゴタンクと配管で接続しているため、必要に応じてカーゴタンクからLPGを移送し、燃料として使用することが可能です。
	４）プロペラ周りにカワサキフィン付ラダーバルブならびにコントラフィン付セミダクトを装備することにより、燃料消費量の低減を図っています。
	※1SOx排出規制：
	船舶からの排出についてはIMOにより、2015年1月から欧米の排出規制海域（ECA）において、燃料中硫黄分0.1%以下のSOx排出規制が実施されています。また、2020年1月からはその他の世界の全海域を航行する船舶に対し、硫黄分が0.5％以下の燃料を使用するか、排ガス中からのSOxを同等に低減する代替装置を使用することが義務付けられています。
	※2EEDI（Energy Efficiency Design Index）規制：
	1トンの貨物を1マイル運ぶ際に排出されるCO2のグラム数として定義されるエネルギー効率設計指標(EEDI)を用いて新造船の省エネ性能の規制値への適合を強制する国際規制。EEDI規制値は建造契約日と引渡日に応じて段階的に強化されます。大型LPG運搬船やLNG（液化天然ガス）運搬船など一部の船種では、2022年以降の建造契約船からフェーズ3（基準値から30%のCO2削減）が要求されます。
	※3NOx排出規制：
	船舶からの排出についてはIMOが規制を行い、2016年から実施されている3次規制では、欧米の排出規制海域（ECA）を指定海域として限定し、１次規制値からさらに80％の削減が規定されています。
	【LPG燃料推進LPG運搬船「CALLUNA GAS」】
	【２】世界初、褐炭から製造した水素を液化水素運搬船で
	海上輸送・荷役する実証試験の完遂式典を開催
	【実証試験を完遂した記念式典】
	【日豪サプライチェーン実証試験構成図】
	【3】160,000m3型 液化水素運搬船の基本設計承認を取得
	【AiP授与式の様子】
	【AiP証書】
	１）40,000m3の液化水素用タンクを4基搭載し、合計160,000m3のタンク容積を有します。液化水素用タンクには極低温の液化水素の大量輸送を実現するために、外部からの侵入熱により発生するボイルオフガス(BOG)を低減することができる新開発の高性能の断熱システムを採用しています。
	２）推進機関には、水素を燃料にできるボイラおよび蒸気タービンプラントを搭載し、液化水素用タンクから自然発生したBOGを船舶の推進燃料として有効利用できる二元燃料推進のシステムを採用しました。燃焼時に二酸化炭素が発生しない水素を航行時の推進燃料にすることで、液化水素輸送時の二酸化炭素排出削減に寄与します。また、貨物格納設備から発生したBOGを推進機関へ供給するために、水素ガス圧縮機や水素ガス熱交換器で構成される水素ガス燃料供給システムを有しています。
	３）大量の液化水素を短期間で荷役するための貨物運用システムを搭載しています。また、陸上設備から船内の液化水素用タンクまで液化水素を気化させることなく、極低温のまま効率的かつ安全に移送するために、真空二重配管を採用しています。
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	５）液化水素に係る本船の推進機関や貨物運用システムに対するリスク評価を実施し、適切な安全対策を施すことにより、液化水素に起因するリスクが乗員、環境、構造強度、船の健全性に与える影響を排除し、安全性を確保しています。
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